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今
年
１
月
１
日
時
点
で
47
都
道

府
県
中
、
人
口
１
０
０
万
人
を
切

る
県
は
少
な
い
順
に
鳥
取
県
57
万

５
４
１
８
人
、
島
根
、
高
知
、
徳

島
に
次
い
で
福
井
県
78
万
７
２
５

４
人
と
続
き
、
山
梨
、
佐
賀
、
香

川
、
和
歌
山
県
の
98
万
８
３
３
５

人
の
９
つ
の
県
と
な
っ
て
い
る
。 

人
口
１
億
２
６
０
０
人
を
47
都

道
府
県
で
割
れ
ば
平
均
２
６
８
万

人
と
な
り
、
先
の
参
議
院
選
で
は

県
を
ま
た
い
だ
定
員
１
人
の
合
区

と
な
っ
た
。
昨
年
度
、
福
井
県
の

人
口
が
約
５
千
人
も
減
少
し
た
。

日
本
全
体
で
は
福
井
市
の
人
口
に

匹
敵
す
る
27
万
人
減
少
し
、
死
亡

者
が
出
生
者
を
上
回
る
逆
転
現
象

が
今
後
も
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。 

一
方
、
人
口
が
増
加
し
た
都
県

は
東
京
都
８
万
６
１
６
４
人
を
ト

ッ
プ
に
神
奈
川
、
愛
知
、
埼
玉
、

沖
縄
、
千
葉
の
順
で
あ
る
。 

人
口
が
減
少
す
る
中
も
国
、
都

道
府
県
、
市
町
村
に
お
け
る
予
算

額
は
年
々
前
年
度
を
上
回
る
傾
向

に
あ
り
、
少
子
高
齢
化
に
あ
っ
て

負
の
若
者
世
代
へ
の
ツ
ケ
は
限
り

な
く
先
送
り
さ
れ
続
く
。 

地
方
の
自
治
体
の
人
口
が
都
会

に
流
出
す
る
。
高
校

・
大
学
を
卒

業
し
た
若
者
が
都
会
で
生
涯
働
く

と
、
給
与
所
得
に
対
し
収
め
る
べ

き
生
涯
自
治
体
の
税
収(

都
道
府

県
住
民
税
・市
町
村
民
税)

40
年
分

が
都
会
に
流
失
す
る
こ
と
に
な
る
。 

地
方
創
生
対
策
と
し
て
高
卒

・

大
卒
者
が
地
元
を
離
れ
、
域
外
で

働
い
た
個
人
所
得
に
対
す
る
住
民

税
を
移
転
自
治
体
と
育
っ
た
自
治

体
に
折
半
し
支
払
う
な
ど
の
対
策

を
と
る
と
人
口
が
流
失
す
る
地
方

自
治
体
の
財
源
は
潤
う
。
地
方
創

生
に
も
つ
な
が
り
過
疎
対
策
、
少

子
化
高
齢
化
対
策
に
も
な
る
の
。 

親
は
子
が
高
校
を
卒
業
し
都
会

の
大
学
に
進
学
す
れ
ば
せ
っ
せ
と

仕
送
り
、
子
は
故
郷
へ
戻
ら
ず
都

会
で
働
き
、
勤
務
地
で
結
婚
し
て

子
育
て
、
住
宅
購
入
。
親
は
死
ぬ

ま
で
働
き
年
金
や
貯
蓄
を
都
会
の

子
の
生
活
資
金
を
援
助
す
る
。
親

の
個
人
所
得
ま
で
も
都
市
へ
資
金

移
動
し
故
郷
の
世
帯
は
消
滅
。
こ

れ
で
は
、
人
口
減
少
と
税
収
不
足

で
地
方
崩
壊
は
続
く
。
い
つ
ま
で

も
続
い
た
右
肩
上
が
り
の
税
収
と

出
生
率
２
人
以
上
で
あ
っ
た
政
治

手
法
に
よ
る
単
年
度
予
算
で
複
式

簿
記
に
よ
る
貸
借
対
照
表
と
損
益

計
算
書
に
よ
る
予
算
化
が
急
務
。 

北
陸
新
幹
線
の
芦
原
駅

・
福
井

駅

・
南
越
駅

・
敦
賀
駅
周
辺
道
路

整
備
に
関
す
る
福
井
県
と
あ
わ
ら
、

福
井
、
越
前
、
敦
賀
市
の
財
政
負

担
と
県
内
の
工
事
区
間
76
㌔
沿
線

の
自
治
体
で
あ
る
福
井
県
と
坂
井

市
、
鯖
江
市
、
南
越
前
町
の
負
担

金
が
発
生
す
る
。
中
部
縦
貫
道
も

今
後
県
費
負
担
２
０
０
億
円
が
予

想
さ
れ
、
更
に
国
体
開
催
関
連
に

よ
る
県
内
自
治
体
が
発
行
し
た
公

債
負
担
も
数
年
か
か
る
。 

在
来
線
は
平
成
32
年
か
ら
石
川

県
境
～
敦
賀
ま
で
の
区
間
が
民
営

化
さ
れ
る
。
武
生
～
福
井
間
を
走

る
電
車
と
の
重
複
負
担
な
ど
も
含

め
、
僅
か
人
口
70
万
人
の
福
井
県

に
あ
っ
て
費
用
対
効
果
を
検
証
し

た
上
で
10
～
20
年
先
を
見
つ
め

て
十
分
な
議
論
を
進
め
な
い
と
、

さ
ら
な
る
県
債
発
行
を
重
ね
戦
後

最
大
の
県
債
残
高
が
予
想
さ
れ
公

債
比
率
限
度
超
え
の
財
政
危
機
を

向
か
え
よ
う
。 

福
井
市
は
26
年
度
地
方
債
残
高

１
４
６
９
億
、
そ
の
利
子
払
い
は

17
億
円
を
超
え
、
年
利
約
１
・２
％
。 

ま
た
、
福
井
県
は
27
年
度
地
方
債

残
高
８
６
２
１
億
円
、
そ
の
利
子

払
い
は
１
１
９
億
円
、
約
年
利

１

・
３
８
％
。 

県
内
９
市
８
町
を
見
て
も
、
年

間
借
入
利
率
１
％
超
え
が
多
い
。

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
で
住
宅
金
融

で
も
利
下
げ
競
争
で
年
利
０

・
５

～
１
％
が
主
流
。
地
方
自
治
体
も

借
金
残
高
に
対
す
る
年
間
利
率
を

０

・
５
％
レ
ベ
ル
に
目
標
を
設
定

し
、
政
府
系
と
民
間
金
融
機
関
に

強
力
に
借
り
換
え
な
ど
押
し
付
け

れ
ば
支
払
い
は
半
減
し
、
数
億
円

も
の
予
算
が
元
本
返
済
に
充
当
し

た
り
社
会
保
障
予
算
に
も
回
せ
、

歳
出
削
減
が
で
き
る
。 
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